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◆附属品
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＜底・側面の増し方＞

２段1模様
模様編みA

＝引き抜き

＝細編み

＝細編み2目編み入れる

かぎ針7/0号

かぎ針7/0号

=細編み裏引き上げ目(編み方は2-2参照)

=細編み2目編み入れる裏引き上げ目

AMU-559
ボーダーマルシェバッグ

エコアンダリヤ(40g玉巻)
濃紺(57)3.8玉、水色(66)1.7玉(215g)
ボタン（直径25ｍｍ）・・・１個
ハマナカアミアミ片かぎ針5/0号・7/0号
幅約37cm、深さ約29cm
模様編みB 20目23.5段が10cm角
糸は１本どりで、指定の号数針で編みます。
【本体】わの作り目で編み始め、模様編みA→模様編みBで配色しながら図の
ように往復編みで編みます。本体から目を拾い、側面から続けて持ち手を編み
ます。【仕上げ】ひもとくるみボタンを編み、側面の指定位置にとじつけます。
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前段の鎖を編みくるむようにして
前々段の細編みの頭目から拾う

※実際の編み地と異なります。

ひもつけ位置

鎖67目

チェーンつなぎ

鎖30目

約29

約37

約3.5

糸は長めに残しておき
とじつけるときに使用する 本体と

巻きとじ

中にボタンを入れ、
最終段の目に糸を通して絞る
糸は長めに残しておき
指定位置にとじつける

でき上がり図

模様編みB

半分に折り、端５目同士を
本体指定位置に巻きとじでとじつける
（糸が表に出ないように気をつける）
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＜側面の減らし方＞

濃紺ひも
かぎ針5/0号

濃紺くるみボタン
かぎ針5/0号

側面

持ち手 持ち手
＝鎖目を割って拾う

＝引き抜き,

＝糸をつける

＝糸を切る

＝水色

※指定以外は濃紺＝細編み

＝細編み2目編み入れる

＝細編み2目1度

※ 指定以外の鎖は束に拾う

28

①編み終わりの
   目の糸を引き出し、
   針に通して編み
   始めの目に通す。

②図のように針を
　通し、裏側で糸の
　始末をする。

チェーンつなぎ

①

矢印のように針を裏側から
入れ、糸を引き出します

②

針に糸をかけ、針に
かかっている２つのループを
一度に引き抜きます

③

でき上がり

細編み裏引き上げ目
〈裏側を見て編む場合〉

かぎ針7/0号

かぎ針7/0号

★


